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地域社会におけるマンション居住者のコミュニティ形成に関する研究 その２ 

－学生によるワークショップを通して－ 

 
マンション	 コミュニティ形成	 協働	

ワークショップ	 地域社会	 千代田区	

 
1. はじめに 

	 地域社会において、マンション居住者のマンション内

外とのコミュニティ形成が社会的に課題となっている中

で、2017 年度の千代田学事業で様々な角度から検討した。	

	 本稿では大学院授業「地域社会論」における検討結果

について報告する。	

授業では実際に、千代田区の地域振興部コミュニティ

総務課担当職員より千代田区の地域コミュニティの現状

や課題の詳しく説明を受けた。	

[千代田区の現状]	

千代田区では、家の建て方別世帯数から見ると、2010

年～2015 年の 5	年間で一戸建てが半減し、共同住宅（マ

ンション等）が 5%増加し、約 9 割の区民が共同住宅に居

住している。また、新住民のほとんどはマンション等の

共同住宅に入居していると考えられる。	

「地域コミュニティ施策の一元的な推進	 区民アンケ

ート調査（平成 25 年）」によると、町会などの取組に対

する関心がある答えは約 55％である。しかし、町会への

参加率は低下傾向を示している。一戸建てや公営住宅の

参加率は高いが、賃貸マンションの住民の参加率は低い。	

 

2．研究の方法 

2-1 各ｸﾞﾙｰﾌﾟの検討結果の概要 

「地域社会論」では「地域社会における地域とマンシ

ョン住民とのコミュニティ形成－東京都千代田区を中心

事例として－」をテーマにして、市ヶ谷校舎・静岡 SC で

5 グループに分かれてワークショップを行った。各グルー

プの検討結果の概要を表 1に示す。	

表 1 各グループの検討結果 

ｸﾞﾙｰ

ﾌﾟ 

視点 課題 提案 

1 コミュニティ

の稀薄化 

コミュニティ意識

の向上 

住民の役割を明らか

にするルールづくり 

2 交流しない原

因は面倒と時

間がないこと 

身近にある交流で

きる場所 

屋上を利用する緑化

や農園等の場づくり 

3 情報収集のツ

ールの単一性 

情報を詳しく、正

確に伝達できる 

情報を簡単に手に入

れる QR コードづくり 

4 多数の大学資

源 

コミュニティ活動

のリーダー 

大学とタイアップし

た区民の人材づくり 

5 活動の需給性 住民のニーズや関

心に応じる活動 

楽しい防災訓練 

2-2 各ｸﾞﾙｰﾌﾟの検討結果（提言） 

(1)グループ 1：条例等のルールをつくる	

千代田区のマンション住民が町会などの交流を推進す

るため、区、町会、事業者、マンション住民の役割を明

らかにすることとコミュニティの重要性を広く知らせる

ルールをつくることが重要である。	

ルール化するにあたり、役割分担として次のことが考

えられる。・区：財政や情報、助言などの提供、広報活動

や啓発活動などを支援すること。・町会：良好なコミュニ

ティの維持および形成を図るため、区内の活動団体との

連携を深めること。・事業者：地域のコミュニティの重要

性を知り、そちらの町会活動を協力すること。・マンショ

ン管理者等：マンション内に町会活動の情報を知らせる

スペースを設置すること。・マンション住民：は良いコミ

ュニティを形成するため、積極的に活動に参加すること。	

	 役割分担がはっきりさせることにより、マンション住

民と地域住民とのコミュニティ形成を促進することが考

えられる。	

(2)グループ 2：交流の“場”をつくる	

地域との交流に関し、男女で違う傾向が示された。女

性は「いざという時」に対し、男性は「もっと地域のこ

とを知りたい」といった傾向がある。しかし、地域コミ

ュニティへの参加は減少傾向にある。「短時間・単発・自

由参加・場所が近い」等のイベント要素が非常に重要と

なっていることが考えられる。	

そこで着目したのが「農」による「場」づくりのコミ

ュニティ形成である。農園は千代田区にはないが、安全

でかつ安心な屋上やマンション敷地内の土地を利用し、

農業体験や屋上緑化を行うことや、生活の身近に心が休

める場所をつくることによって、各年齢層の人も気軽に

参加することができるものと考える。 

(3)グループ 3：QR コードによる情報活用	

地域活動やイベントなど地域の情報について、たくさ

んの区民は区の広報誌やまちの掲示板から得ている。し

かし、情報の伝達の問題で、たとえ区民が地域に関心が

あっても、町内会に積極的参加できないこともあった。	

情報の伝達問題を解決する方法として、下の概念図

（図 1）のように、各町会が QR コードを発行して、例え

ば各マンションの入り口に貼り、居住者がいつでもスキ

ャンできる環境をつくることを想定した。QR コードをス

キャンすることにより、Facebook や Line、Twitter など

の通信手段が選べ、「参加する」を選択すると Facebook

などから町内会の情報が届けられるようになるといった
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ものである。情報が届くだけではなく、コメントなども

自由にでき、町会にとっても居住者の気持ちが把握でき

るだろう。イベント参加に迷う区民にとって、参加意欲

の向上につながる可能性もある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 QR コードによる操作手順 

（出典：葛飾区 Facebook より筆者作成） 

	

(4)グループ 4：大学を活用した人材づくり	

23 区内で千代田区は他区に比べて特に大学が多く立地

している。そこで、区内の大学を核として使い、区民を

対象とした人材養成・育成の講座を開催する。誰でも参

加できるようにすることで、各年齢層の人も自由に意見

を発表し、解決策を議論できる（写真 1）。	

ここでは、区民の人材養成・育成だけではなく、学生

も参加することを想定している。問題を解決するために

積極的に地域コミュニティに参加し、将来のまちづくり

において、コミュニティの活動のリーダーになりたいと

いう啓発活動にもなることが期待できる。	

	

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1 千代田区担当職員を前にグループによる発表 

（出典：筆者撮影） 

(5)グループ 5：交流のきっかけをつくる	

マンション内での交流を持ちたいと思わない原因とし

て、「面倒くさい」、「時間がない」などの理由が多い。住

民のニーズや関心に関わるイベントや防災訓練や水打ち

大作戦などへの参加率がやや高いことから、もっと楽し

い防災訓練やイベントづくりが交流のきっかけになるこ

とが想像できる。	

	

3．おわりに 

本稿では、地域とマンション居住者とのコミュニティ

形成について授業でワークショップを行うことにより、

以下のことがわかった。 

(1)地域コミュニティの促進については、区全体を把握し

ルールをつくり、役割分担を明らかにするなどは行政の

役割として重要である。有効な情報を発信することがコ

ミュニティ形成の基礎となるであろう。	

(2)地域資源としての大学を活用し、活動リーダーを育て

ることによって、コミュニティの活動が一層有効的に促

進できる。	

(3)住民も地域コミュニティについて積極的に考え、また

参加することが求められる。まちで行われているイベン

ト等の活動情報を取り入れながら行動することにより、

良好な地域コミュニティが育まれるものと考えられる。	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

 

図 2 コミュニティ仕組み概念図  

                         （出典：筆者作成） 
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